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令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

２　未来を切り拓く人間力の育成 【気概・社会性】

① 高い志のもと、課題意識を持って社会の変化に主体的に向き合い、
福高生としての誇りを持って社会の発展に貢献しようとする気概を育て
る。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

伝統に裏付けられた自由な校風のもと、広く社会に貢献し社会をけん引する人材を育成する学校
　創立以来培われた伝統を継承しながら、生徒の個性と主体性を重視した教育活動を通して、文武に励み誇りある生き方を目指す生徒、豊かな情操と社会性を持つ人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

○未来を切り拓く学ぶ力の育成 【知性】
○未来を切り拓く人間力の育成 【気概・社会性】

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

○自律した学習習慣を確立し、確かな基礎・基本と粘り強く果敢に挑戦する「学習体力」を育成する。
○総合的な探究の時間、学校行事、部活動等を通して、他者を尊重し、他者とつながる力を身に付け、協働し
て成果を目指す力を培う。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

○責任感や使命感を持ち、何事にも主体的に取り組む姿勢を持つ人
○学びの過程を大切にして、自らの課題解決に向け探究する態度と自立した学習を目指す人

学校運営計画（４月）
学校運営方針 〇校訓のもと、気高さのある生徒の育成　 〇知性を磨き、真理を愛し、文武にわたって努力する誇りある生徒の育成　 〇豊かな情操と広い視野を持つ生徒の育成 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

③ 他者を尊重し、他者とつながる力を身に付け、集団の中での自己の
役割と責任を自覚し、他者と協働して粘り強く目的の達成を目指す態度
と実践力を培う。

　創立以来の伝統を継承し、生徒の
個性と主体性を重視した教育活動
を通して、文武に励み誇りある生き
方を目指す生徒、豊かな情操と社
会性を持つ人材の育成を本校の使
命と捉え、未来を切り拓く知性と気
概・社会性の育成を重点目標として
掲げている。
　本校の課題については次の五つ
と捉えており、これらに対応し、「永
遠に新しき伝統」を築いていく。①
「主体性」の定義について共通理解
を図り、教育活動の中でいかに醸
成していくかを再構築する。②生成
AIに関する知識を高め、情報リテラ
シー教育を充実させる。③不登校
生徒に対して、組織的かつきめ細
やかに早期対応をとる。単位認定
に係る制度面を改正する。④個々
の教育活動の在り方について、アッ
プデートやバージョンアップを図る。
⑤広報体制の在り方と広報内容に
ついてさらに工夫・改善する。

① ＩＣＴの活用による授業改善をはじめ、本校独自の個別最適な学びを
確立させ、思考力、判断力、表現力及び知識の理解の質を更に高めると
ともに、自立の基盤となる確かな学力を育成する。

B

② 主体的・対話的で深い学びの実現により、本質を捉え真理を求める態
度や、自ら課題を見出しその解決策を探求する力を育てる。

③ 自律した学習習慣と、志の実現に向けて粘り強く果敢に挑戦できる
「学習体力」を育成する。

② 文武両道に励み、失敗を恐れず果敢にチャレンジする意欲・態度を身
に付け、未来をたくましく切り拓く強靭な心身の育成を図る。

④ 人権尊重の精神及び豊かな情操・道徳心を基盤に、多様性を尊重
し、いじめや不正を許さない意識や態度を醸成するとともに、特別支援教
育の視点を生かした生徒指導の充実を図り、公共の精神に基づく社会の
一員としての自覚と責任感を育てる。

１　未来を切り拓く学ぶ力の育成 【知性】

福岡県立 福　　岡 高等学校
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項目ごと
の評価
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生成AIに関しては時代に後れを取らないように校内研修等を充実させ、教員
のAIリテラシー向上を図る。

【教務課】
①自律した学習習慣と、粘り
強く学習する体力の育成
②観点別の多面的な評価の
充実
③校務支援システムの安定
運用

複数の自習室を確保し、落ち着いて自主学習に取り組める環境を整える。ま
た、特別時間割の作成・運用を行い、粘り強く学習するための環境を整える。

○進路意識アンケートでは
「予習・復習ができた」と選択
した生徒が昨年度から増加
（令和6：14.0％%→令和7：
17.0%）しており、学校の授業
を中心に自らの家庭学習を
調整していると推測できる。

B
観点別評価を通して、生徒の①自らの学習を調整しようとする側面（自己調
整） ②粘り強い取組を行おうとする側面（粘り強さ）の育成を図る。

学力の向上

【生徒指導課】
①主体的に考え、判断し、行
動できる実践力の育成
②自治的な部活動運営の推
奨と支援
③安全・安心に生活できる環
境づくり

生徒会と連携を図り、「生徒心得」の見直しや整理を継続するとともに、「生徒
心得」に基づき、自らを律していけるよう指導する。また、その過程で民主的
で妥当性の高い合意形成の在り方について学ばせる。

○学校生活・いじめ問題に関
するアンケートに記述はな
かった。
○防災・避難訓練での事後ア
ンケートから、校内の危険因
子排除や避難ルート改善の
必要性がある。

B
部活動が各部長を中心とした自治的な活動となるように、部長会や講習会等
を計画的に行う。また、奨学財団からの支援等を活用して、生徒の要望を反
映させ、活動環境を整える。

いじめアンケート等の活用、学校全体での防犯対策の徹底、問題行動に対す
る迅速な対応等で健全な人間関係形成を図り、生徒にとって安全・安心な環
境づくりを進める。

【生徒会課】
①自治的な活動を行える生
徒会の育成
②伝統の継承と革新

B

評価項目 具体的目標 評価（３月）

○生徒部関係の規定や文書、手続きの整理が必
要である。特に近年改定が続いている生徒心得
や生徒指導内規について、その意義・方法論を職
員間で協議・周知する必要性がある。
○防災・避難訓練等で具体化・明確化された課題
を検討して危機管理マニュアルの改善を図る必要
がある。
○学校的な課題を生徒に意識させ(問題提起し)、
生徒の主体的な思考を促す生徒指導が必要であ
る。

生徒の健全
育成

B

B

学校生活について考える機会を作り、代表議会の定期開催や生徒総会の充
実をはかり、主体的な学校づくりを進めていく。

各行事においては生徒が一丸となり、福高の文化、伝統、精神を共有してい
く。また、福高の伝統を継承するとともに、社会情勢の変化や時代の潮流に
応じて革新していく。

具体的方策

新入生対象の「新入生課題作文」、1・2年対象の「全国青少年読書感想文コ
ンクール」を継続し、「書く」ことにより「読む」の質を高める。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

【保健課】
①心身の問題を抱える生徒
の早期発見と早期対応
②保健管理・安全・健康に関
する指導の徹底

A

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

B

○電子黒板は活用されてい
るが、タブレットの活用状況
が低いのが気になるが、ス
マートフォンを活用していると
いうことで理解できました。
○ＩＣＴの時代だが、読書は人
格形成に重要なので、生徒
の読書量増加のための工夫
に注力していただきたい。
○電子図書（オーディオ本）を
含むメディア活用を検討した
方がよい。
○ＡＩに関する基礎的な考え
方を教えつつ、授業への活用
を増やしていく必要があると
思います。進化のスピードが
速すぎるので、学校が活用を
考えるだけでなく、教員よりも
詳しい生徒からの自発的な提
案を活かしていくのがよいと
思います。

○生徒サポート連絡会が有
効なものと思います。
○体育祭を見学させていただ
いたが、猛暑のため９月初旬
では暑さ対策に苦慮すると思
います。時期等について再検
討が必要ではないでしょう
か。
○福高には多くの部活動が
あり、生徒にとっては文武両
道を体現するいい機会です。
しかし、先生方にとって部活
動の運営は非常に大変なも
のであると思います。それで
も、今後もぜひ部活動の運営
を学校に担っていただきたい
と思います。

○③について、今年度は運用マニュアルを作成
し、昨年度よりも安定した運用ができた。
○その他目標は概ね達成できたが、今後の課題
として、不登校生徒等の把握と支援、その共有方
法について検討する必要がある。

○貸出冊数（令和3：月平均
252冊→令和7：月平均103
冊）
○読書への関心の程度に関
わらず、学習や部活動等によ
り一日の中で読書時間を十
分に確保することが難しく、結
果として読書量が全体的に減
少した。

○7月に実施した生徒のICT
機器に関するアンケートによ
ると、授業で電子黒板が活用
できていると感じている生徒
は96%であったが、タブレット
端末に関しては39%と低い結
果であった。

○「こころとからだのチェックリ
スト」で面談が必要だと判明し
た生徒（3年2人、2年4人、1年
3人）に対してクラス担当によ
る面談を実施し、SCにつなげ
る必要の有無を判断をしても
らった。今回はSCが必要な生
徒はいなかったが、悩みを一
人で抱える傾向が強いので
様相観察は必要である。

○学校行事における実行委
員会を中心とした主体的な企
画・運営はできた。
○一般生徒との意識や熱量
の差がみられ、アンケート等
にも行事運営に端を発する人
間関係の不和に関する記述
が見られたため、支援と指導
が適宜必要である。

これまでの成績処理の流れを改めて見直し、ミス防止のためのチェック体制
を整え、全職員の効率的な業務遂行の推進と負担軽減に努め、業務の効率
化や教育の質の維持向上を図る。

B

普通教室のICT機器を日頃から点検を行い、安定してICTを活用できるように
環境を整える。

【図書課】
①読書の質を高めることで、読解
力・思考力・表現力を育成する。
②本と出会う機会を増やすこと
で、「知」の質を高める。
③言語活動の充実により主体
的・対話的で深い学びを実現す
る。

B

【情報課】
①教育の情報化
②ネットワークの管理
③ICTを活用した授業の促進

B

○読書感想文コンクールにおいて、県内審査で入
賞者6名、うち1名が全国審査作品として選出され
た。読書の質を高める取組として効果的であっ
た。
○読書への関心を、実際の行動につなげる企画・
広報活動を工夫する必要がある。
○企画の質は高いので、参加者を増やす工夫が
求められる。

○年度当初に生徒とのアカウントの紐づけ等を確
実に行ったため、問題なく活用ができた。
○1学期にすべての電子黒板のデータを整理した
ことで、動作不良のような不具合がほとんど起こら
なくなった。教室等で活用できるICT機器を職員室
で管理しているが，その管理をより厳密かつ使い
やすくする。
○AIの活用については教員個人に任せてしまって
いる。
○全体のリテラシーの向上が必要である。

「福高百冊ブックレット」の配布、図書館内特設コーナーの充実、広報活動の
強化により、名著に触れる機会を増やし、知的世界を広げる。

「福高ビブリオバトル」「読書会」「暗唱会」等の「語る」企画により、言語活動を
充実させる。

デジタル採点システムによる採点・返却に関してはセキュリティ対策を十分に
行い、教育の情報化に努める。

○今年度からスタートした「生徒サポート連絡会」
では、不登校生徒についての情報共有だけでなく
SCからの助言を得ながら、該当生徒への指導方
針を決定するなど、組織が十分に機能した。
○専門医による思春期講演会では、生徒の事後
アンケートで出た質問を次年度の講演会の中でQ
＆A形式で答えてもらう、講演会に合わせて
LGBTQや子宮頸がんワクチン接種についての情
報提供をクラスルームを通じて行うなど、講演会
のさらなる充実を図る。

○生徒会活動や学校行事の意義を振り返る機会
を設け、運営方法等も現状に合わせて改善してい
く必要がある。
○生徒総会を通じた生徒心得の改定とその健全
な運営のための注意喚起はできているが、より日
常的な学校生活に関する生徒会としての関わりが
希薄であるため、各委員会が協力して、主体的に
学校づくりに取り組む姿勢を育成する必要があ
る。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

配慮を要する生徒に関する情報共有を全教員で定期的に図り、連携を取りな
がら支援を行う。「生徒サポート連絡会」（年５回開催）で配慮を要する生徒や
不登校傾向の生徒の状況把握を行い、SCからの助言等を得ながら支援計画
を検討し、連携を取りながらサポートを行う。

「こころとからだのチェックリスト」を実施することで、悩みや不調を抱える生徒
を早期に発見し、個別面談を行い、必要に応じてSCにつなげるなど解消に向
けて支援を行う。

がん教育を含むさまざまな健康教育を各教科と連携させるとともに、専門医
による思春期講演会（1学年対象）においてLGBTQや子宮頸がんワクチン接
種についても触れてもらう。

生徒会活動の意味や価値について考え、信念を持って主体的に活動できる
生徒会を育成する。
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項目ごと
の評価

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学校関係者評価委員会
からの意見

結果の考察と次年度の課題

B

A

B

B

A

B

A

B

B

Ｂ

Ａ

A

A

B

A

B

職員へのアンケートや平素の聞き取りをもとに現在的な本校の課題を見極
め、職員研修会のテーマに設定する。

上記で収集した課題のうち、職員研修会で実施できないテーマについて希望
制の研修会を企画する。

研究紀要の内容や活用法について再検討し、本校の教育課題解決の一助と
なるように改良を図る。

【進路指導課】
①補習の充実
②総合型・学校推薦型選抜
の指導体制の構築
③模試、実力考査の振り返り
の充実

補習受講の意思を丁寧に確認し、主体的に受講させる。受講科目について
は基本的に皆勤を目指させる。また、生徒の補習内容、講座の種類などより
生徒のニーズに合わせたものに改善していく。

進路意識アンケート（1,2学期集
計）　※（）は昨年度
○補習の受講率
1年　一部でも受講90.9％
（90.9％）
2年　一部でも受講70.2％
（72.9％）
3年　一部でも受講79.5％
（81.5％）
〇補習受講の成果
1年　概ね良かった66.3％(56.8％)
2年　概ね良かった72.6％(72.3％)
3年　概ね良かった76.2％(80.0％)

B

○①評価…受講意思を確認し、主体性を尊重す
る姿勢は一貫していた。
○①課題…「主体性尊重」が「任意＝やらなくても
よい」という誤解につながった可能性もある。進路
や各教科からのアナウンスの工夫、及び補習業
務行程の見直しも必要である。
○②評価…前年度の体制を継承し、組織的対応
ができた点は大きな前進である。
○②課題…教師側の負担増であり、生徒側の「覚
悟」や「基礎学力」の不足が露呈した。
○③評価…外部模試や校内模試の意義づけを重
視しようとする姿勢があった。
○③課題…自宅受験増加により、模試の緊張感・
価値が低下した。

７７回生は第３学年より総合型・学校推薦型選抜の指導の体制を構築し、１学
期から指導にあたってきた。令和６年度の反省も踏まえ、７８回生について、
この指導体制をさらに充実させていく。

福高模試、実力テストをより充実した内容とし、その意義をさらに高める。ま
た、模試を受けただけにするのではなく、生徒への振り返りやフィードバックの
手段についても考えていく必要がある。

○大学研究セミナーⅠⅡ及
びキャリアセミナーは全体的
には好評であった。
○今後の実施内容や形式、
対応に関する提言をいくつか
頂いた。

○医進プログラムを受講した
生徒はとても勉強になったと
の感想が多数であり、受講し
た生徒の満足度は概ね高
かった。

○体験入学のアンケートの結
果に関しては、「満足であっ
た」の割合が中学生が
98.3％、保護者が92.4％と高
かった。
○職員アンケートの回答の中
には、実施時期や内容に関
する意見があった。

○職員研修で扱ってほしい
テーマは、
①進路指導
②生徒指導・学級経営
③救命救急講習
④その他、の順に多かった。

B

医進プログラムに関する周知と広報活動を充実させる。

各学年・分掌との連携・調整を綿密に行い、教育効果の高い行事を実施す
る。記念講堂における儀式の形式を発展・充実させる。

小中学生向けの広報行事に加えて、校外における広報活動の充実を図る。
学校説明会の新しい形式を確立させる。

父母教師会や福中・福高同窓会との連絡を密にして支援体制の充実を図る。

教務部教務課と連携して、総合的な探究の時間をキャリア教育として有効活
用できるよう、系統的なプログラムを計画し実施する。

医師を目指す生徒の資質向上とモチベーションの向上に関与する現役医師
や医学科合格者による研修の企画立案と精選を行う。

医学科への進路実現につながる志望理由書作成指導および面接導等を充
実させる。

キャリアセミナーや修学旅行の研修プログラムを通して、職業観や勤労観を
形成し、社会に貢献する態度や姿勢を育成する。【キャリア教育課】

①高い志を確立する契機とな
る様々な学びを通して社会に
貢献できる人間力の育成

○補習は自主性に委ねてい
るが、概ね良かったと回答し
ているのが素晴らしい。
○キャリアセミナーは生徒が
考える素晴らしい時間に思え
る。
○キャリアセミナーやＯＢ講
師の活用など、卒業後の進
路に積極的に取り組む姿勢
が感じられます。特に、「医進
教育課」の存在は、早い段階
から生徒に目的意識を持た
せ、強力な支援体制になると
思います。
○キャリアセミナーの運営の
在り方に改善が必要であれ
ば、今後の担当学年と丁寧に
情報を共有してほしい。

【研修課】
①職員及び教育実習生の資
質向上に資する研修の充実
②本校の教育課題解決に資
する研修機会の創出

A

A

○体験入学のアンケート結果
が素晴らしい。
○学校要覧と学校案内の完
成が早められたのは良かっ
たと思います。
○公式ＨＰだけでなく、インス
タグラムを使った広報活動
は、学校の様子を知るのにと
ても良いと思います。

進路指導の
充実 A

A

【医進教育課】
①医学科希望生徒への進路
支援と医師を志す者のため
の様々な学びの充実

B

教員の資質・
能力の向上

【企画広報課】
①諸行事の企画・運営の円
滑化
②広報活動の精選と充実
③父母教師会や福中・福高
同窓会との効果的な連携

Ａ

大学研究セミナーや高大連携事業を活用して、大学での学びに対する興味・
関心を深め、進学する意義や目的意識を明確にする。

○キャリアセミナー並びに大学研究セミナーでは
生徒に大きな刺激を与えることができた。
○講師との連絡、大学研究セミナーⅡ及び３年生
の探究論文については、京都大学の実施に関す
る変更や外部教材の導入などにより、次年度の実
施内容を改めて検討する必要がある。

○プログラムの内容については、病院等と連携
し、将来医師になる生徒にとってより良いものに
なっている。今年度は、３年生の希望者向けに行
事を増やすことができた。
○次年度以降も生徒のニーズに応じたプログラム
を継続する。

○学校要覧と学校案内に関しては、どちらも昨年
度より１ヶ月早く完成させることができた。
○中学校と塾への対応件数が昨年度と比較して
約1.5倍に増加した。
○ＨＰの更新頻度に関しては、通常更新する内容
である17件に加えて、福高日記が12件（昨年度14
件）とほぼ例年通りの更新となった。
○引き続き、内容を精査しつつ、広報活動の充実
を図る。

○年度当初のアンケートに基づき、第2回校内研
修は進路指導について外部講師を招聘、第３回
校内研修は生徒指導についてグループ討議を実
施した。
○次年度の職員研修の中に、救命救急講習を計
画する。
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項目ごと
の評価

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学校関係者評価委員会
からの意見

結果の考察と次年度の課題

A

B

B

B

B

B

B

B

A

B

B

A

A

B

A

A

B

B

第２学年の取組
学年テーマ
「感恩報謝」

B

○規律が乱れた際は、生徒
からの自浄作用があることが
望ましい。
○学力の向上、進路指導に
力を入れる一方で、「不登校」
や「いじめ」の事例も散見され
るようです。学校だけでなく、
保護者とも連携しながら正面
から取り組んでいただきた
い。特に、不登校の原因は複
雑化・多様化しており、きめ細
かな対応が求められると考え
ます。

個別最適な学びの実現

生徒との個人面談やアンケートを通じて、生徒の進路希望や学習の悩み等を
把握し、学年で情報共有を図る。

○生徒の能力やニーズに合
わせた補習が実施できたの
かどうか疑問が残るという意
見があがった。

B

○補習では習熟度別編成を取り入れたが、自身
の実態に合わせた補習を適切に受講できている
のかは、生徒も教員も互いにしっかり検証する必
要がある。
○補習を無断で欠席する姿も見られるので、高い
志をもって学習に取り組めるような集団をつくる。

選択制の補習では、積極的に習熟度別の講座を設け、個々の生徒の実態や
ニーズに合わせたものを提供できるよう工夫する。

大学研究セミナーやキャリアセミナーを通じて様々な価値観に触れ、自己の
目標や課題を明確にし意欲向上に繋げる。

○規律が乱れた際の指導は
教員が行っていることが多く、
自浄作用が働いているとはい
えないという意見が多かっ
た。

○各行事では自身の役割を
果たすことで、達成感を感じ
ている生徒が数多く見られ
た。
○修学旅行の海外と国内で
の意思疎通や情報共有が不
十分であるという意見が多
かった。

中堅学年としてのリーダー
シップ・フォロワーシップの育
成

B

学年テーマを意識した声掛けを積極的に行い、周囲への感謝・思いやりを忘
れない豊かな人間性を育む。

生徒会と連携して、規律が乱れた際の声掛け・指導を適宜行い自浄作用が
働くように促す。

学年通信を通じて、様々な生徒や先生方の視点から、学年の現状や課題に
ついて分析・評価する。

学年研修や修学旅行等で生徒に役割を与え責任を果たすことを通じて、学年
全体を指揮・運営するスキルを身につけさせる。

各行事終了後は、運営を担った生徒と反省会を行い改善点を考察させると同
時に、教員目線からの助言や労いの言葉を積極的にかけて充実感や達成感
をもたせるようにする。

学年集会や総合的な探究の時間を活用し、積極的に人前で発表・発言する
機会を設け、経験を重ねて度胸や会話術を身につけさせる。

できるだけ早く新しい環境に慣れ、生活リズムを整え、毎日明るく前向きに学
校に通うことができるように、クラスや学年の雰囲気を重視した学年運営・学
級運営を行う。

○生徒のスマホの使用状況
の改善を課題に挙げる意見
が多かった。

B

○入学後から徐々に新しい環境に慣れ、全体的
には明るく前向きな雰囲気で学校生活を送ってい
るようだが、個々で見ると自己管理（時間・私物・
体調等）がまだできていない状況がある。特に、ス
マホの使用状況の改善を図る取組を学年で考え
る必要がある。
○総探については、生徒の実情に応じた内容を学
校として検討すべきという意見もある。
○日々の学習においては、今後２年生となり、全
体的に緊張感が緩む事が懸念されるが、高い学
習意欲や進路意識を持って臨んでいけるような質
の高い集団を目指す。

日々の限られた時間をどう使うか（家庭学習、睡眠、スマホ、部活動・委員会
など）に対して課題意識を持たせ、自己管理能力の向上を図る。

学びの目的を明確にし、学習意欲の向上を図り、日々の学習を進める。ま
た、総合的な探究の時間やキャリアセミナーなどを通して、社会への興味・関
心を高めさせ、将来の自己実現に結びつくようなきっかけとなるようにする。

第１学年の取組
学年テーマ

「Cha・Cha・Cha」
B

日々の授業やHR、学年集会等において、多くを与えすぎず、自分で考えさせ
たり判断させたり失敗させたりする仕掛けを多く設定し、自主・自立につなげ
ていく。

宿泊体験活動をはじめとする学年行事において、活動の意義や目的を明確
にしながら、生徒が主体的・協働的に企画・運営する機会を設定し、自分たち
で課題を解決する力を養う。

部活動･委員会活動などへの積極的な参加を促し、学習面だけでなく、多角
的な視点で生徒の頑張りや成長を温かく応援する。

いじめや差別を決して許さず、生徒全員が安心安全の中で学校生活が送る
ことができるような環境づくりに努める。

自分で考え、自分で判断し、
自分から行動する姿勢の育
成

B

○スマホの使用については、
基準などがあっても良いと思
います。
○学力の向上、進路指導に
力を入れる一方で、「不登校」
や「いじめ」の事例も散見され
るようです。学校だけでなく、
保護者とも連携しながら正面
から取り組んでいただきた
い。特に、不登校の原因は複
雑化・多様化しており、きめ細
かな対応が求められると考え
ます。

○生徒の主体性を育む場面
（もっと生徒に任せる）の設
定、教員や生徒同士で話を
行って環境の改善を図る場
面設定、その両面のバランス
を取る必要があるという意見
が多かった。

○学校生活アンケートや日常
のコミュニケーション等でクラ
スの状況や生徒の人間関係
等の問題を把握することがで
き、学年で迅速に対応するこ
とができた。

基本的な生活習慣・学習習慣
の確立

B

B

教員と生徒、生徒同士の日頃のコミュニケーション（積極的な挨拶や何気ない
会話など）を大切にし、良好な人間関係を構築できるようにする。

集団生活であることを自覚し、自分の事だけでなく、周囲への気配り・目配り・
心配りができるように各場面で促していく。

一人一人の個性を尊重し、協
調し合える集団の形成 B

他者を尊重し、規律を守って
行動できる集団の形成

○各種実行委員会では、生徒主体となって話し合
いを進めることができていたが、会議の進め方
や、人前での会話術等のスキル向上に関しては
教員からの積極的なフィードバックが必要である。
○次年度は最上級生として学校全体をリードする
立場となるが、生徒任せになりすぎないよう、教員
からの適切な指導、助言、フィードバックを適宜行
う。

○少しずつではあるが、「自分から」という部分が
醸成されつつある。教員が生徒たちに任せて活動
させる場面も多くなってきた。学年で工夫し、もっと
多くの生徒にそのような「仕掛け」を多く設定して
いきたいが、「放任」にはならないように留意した
い。
○今後も学年全体で生徒一人一人の情報を密に
共有し、また、生徒への距離感（＝大人扱い）を確
認しながら、生徒が自ら成長できる環境づくりを更
に進める。

○体調不良等で登校が難しい生徒が一定期間出
たものの、いじめや人間関係等の理由で登校でき
ないという生徒が出なかったのは大きな成果であ
る。
○日常の挨拶や清掃活動等を疎かにする生徒も
少なくはない。今後も日頃の生徒の言動に注視し
ながら、生徒教員全ての人が安全安心に学校生
活を送ることができるようにする。

○感謝を伝える場面は多かったが、その他コミュ
ニケーションの基本となる挨拶や返事、謝罪など
にも目を向けて生徒と関わる。
○学年集会や学年通信を通じて様々な教員や生
徒から言葉を発信してもらうことで、今後も継続し
て多様な価値観に触れる経験をさせる。

A
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項目ごと
の評価

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学校関係者評価委員会
からの意見

結果の考察と次年度の課題

A

B

B

A

A

A

A

A

B

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

質・量ともに熱量の高い学習
に向けて、教科の本質や、生
徒の自己理解の深さにこだ
わった学習の在り方を創出す
る

出口の大学入試を超えた、教科･科目の本質に迫る教科指導を通じて、より
深い学ぶ力を養成する。

○進路意識アンケートの学習
意識の項目において「与えら
れた教材、知識を身に付けよ
うとする傾向」と答えた生徒が
2年次3学期から40名減少し、
「知的好奇心向上のため」が
40名増加した。

B

○補習の受講率は2年次3学期より上昇するなど、
学校中心の学びの形が醸成できた。
○受動的な学習になってしまう生徒が少なくない
ことが課題である。

生徒自身で自分の学習について振返り、前向きな自己理解をさせることで、
より高い目標をもつ根拠を生徒自身の中に持たせる面談を行う。

第３学年の取組
学年テーマ
「万里一空」

A

○福高祭、体育祭は想定を
超えるものが出来たことは素
晴らしい。
○学力の向上、進路指導に
力を入れる一方で、「不登校」
や「いじめ」の事例も散見され
るようです。学校だけでなく、
保護者とも連携しながら正面
から取り組んでいただきた
い。特に、不登校の原因は複
雑化・多様化しており、きめ細
かな対応が求められると考え
ます。

○学校生活アンケートでは、
他の生徒の様子を気遣う記
述があり、早期対応ができ
た。生徒同士の支え合いが
行われていると推測できる。

○進路意識アンケートにおい
て、2年3学期と3年1学期を比
較すると、希望進路を決めた
生徒の割合が20％上昇した。
面談等で確認できたことによ
るものと思われる。

全校生徒が同じベクトルで行事に向かい、自己満足に陥らない行事を作る。
来校者を感動させる学校行事を創り上げる経験をさせる。

個別最適な学びを実践することで、個に応じた学習支援の在り方を模索し、
生徒が学び方を学ぶ意識を醸成する。

集団の修正力を向上させ、クラス・学年全体で生徒同士が支え合うよう声掛
けを行うことで、生徒集団での支え合いにより、より深い人権感覚を養うこと
で社会性の向上に努める。

A

生徒についての情報や入試情報を積極的に共有し、多様な入試形態に対応
するべく計画的・組織的な指導の在り方をさらに深めていく。

面談や日常の全教育活動を通じて生徒を観察し、情報共有することで組担当
のみでなく全学年団で生徒を支援する体制を整える。

集団での学び、生徒相互の
指導を実践させることで、主
権者の一員として社会の参
画に積極的に関わる気概を
育てる。

A

特になし

学校関係者評価

・「生徒サポート連絡会」が不登校等生徒の情報共有に十分に機能しているので、生徒状況を分析した上で教務課、保健課と学年が連携して支援の在り方を検討していく。

・読書に関する関心を高め、読書量の減少に歯止めをかけるためにも、イベントの工夫に加え、紙の本だけでなく電子図書を含むメディア活用を検討していく。

・ＡＩの活用について、情報モラルを土台としつつ、リテラシーの向上のため、生徒の意見を積極的に取り入れていく。

・夏季の行事の実施、特に、体育祭について、実施時期・内容・方法も含めて検討していく。

・生徒の主体性を重んじつつ、日常的に教員がどのように生徒に関わっていくか、生徒指導の在り方を検討していく。

・補習や模試の効果的な運用のため、実施方法等を含めた在り方を検討していく。

・学校行事、医進プログラム、広報活動や職員研修など、効果的に実施できているので、今後も継続して取り組んでいく。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

B
評価項目以外のものに関する意見

高みを目指し、それに至るま
での過程にこだわった、計画
的かつ組織的な進路指導を
実現する。

A

○福高祭、体育祭についてはこちらの想定を超え
るものを創り上げることができた。
○学校行事を中心に最高学年として、福高らしい
主体性を発揮できた場面が見られた。
○生徒同士の支え合いで、集団として成長した。
○生徒心得の理解と行動については、もっと考え
させる場面があってもよかった。

○総合型・学校推薦型選抜の指導については進
路部を中心に組織的に行うことができた。
○面談の日程を公式に取れておらず、組担当の
負担が増加しているが、丁寧な面談のおかげで希
望進路に向けて邁進できた。

日常生活の全ての場面で最高学年としての自覚と責任を表現できるような行
動を促すととにも、本校の「主体性」の意味を考え、表現できるよう支援する。

密な面談を行うことで生徒理解を深め、個に応じた進路指導の実践につなげ
るとともに、生徒の可能性を信じ、より高い目標を持たせるよう支援する
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